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東京都立三田高等学校
同  窓  会

社団法人 ワカバ会

E-mail:
t-mita@wakaba-kai.org
http:
//www.wakaba-kai.org/

〒108-0073 港区三田1-4-46
 電話 （03）3451-0227  
 FAX （03）3452-4590  

時間
午前10時〜午後４時
休日
土曜・日曜・祝祭日

65 号
ワカバ会

平成21年度  同窓会・懇親会のご案内
日時：平成21年5月17日（日）
　　　正午～午後 3時（受付11時20分より）
会場：総　会　母校体育館
　　　懇親会　母校音楽講堂

議題：平成20年度事業報告／決算報告
　　　平成21年度事業計画／予算案審議
　　　評議員改選

会費：2,000円

◆	議事終了後、場所を音楽講堂に移して、昼食をとりながらの懇親会。
	 先生方、同窓生と打ちとけ合っての交流の場となっており、お料理も飲み物も十分
用意しています。

◆	新会員（61回生）は無料ご招待です。
◆	ホームカミングデーにあたる方（ご案内状送付済）には特典があります。
	 ３ページをご覧ください。

軽井沢山荘 OPEN！
今年もワカバ会が誇る軽井沢山荘が７月 10日からオープンします。例年より
長く９月 23日まで開きます。有名なミュージアムが林立する南軽井沢の山荘
で、お友達と、ご家族とともに、ゆったりと涼しい夏の休日を満喫してください。
アウトレットにも近いです。詳細は別添山荘案内をご覧ください。

素晴らしかった同窓生の記念演奏会
　ワカバ会創立 80 周年を祝う、同窓生の声楽家、演奏家による記念演奏会が、2008
年 10 月 30 日夕、東京都千代田区の紀尾井ホールで華 し々く開催されました。第六高女・ 
三田高校の先輩後輩 15 名のプロのいずれ劣らぬ見事な歌唱や演奏に、600 人を超す聴
衆は大喝采。一つの高校の卒業生だけでこんなに立派な演奏会が出来るとは素晴らしい
と称える他校の同窓生も少なくありませんでした。（３ページに特集記事）

〈7／10〜 9／23〉
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ワ
カ
バ
会
は
、
昨
年

創
立
80
周
年
記
念
総
会

及
び
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
盛
大
に
挙
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ワ
カ
バ
会
の

活
力
と
皆
様
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

社
団
法
人
で
あ
る
ワ
カ
バ
会
は
、
１
０
０
周

年
に
向
け
て
新
た
な
活
動
に
踏
み
出
し
ま
し
た

が
、
現
在
組
織
上
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

  

会
報
61
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
施
行

さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
及
び
財
団
法
人
に
関
す

る
法
律
、
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
現
行
の
社
団

法
人
及
び
財
団
法
人
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
ワ
カ

バ
会
は
一
般
社
団
法
人
か
、
あ
る
い
は
公
益
社

団
法
人
か
の
選
択
、
並
び
に
移
行
後
の
新
制
度

に
対
応
し
た
組
織
及
び
事
業
目
的
等
の
改
変
の

準
備
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
選
択
は
、
今
後
の
ワ
カ
バ
会
の
組
織
、

財
政
、
資
産
保
有
、
日
常
の
運
営
、
並
び
に
監

督
官
庁
の
有
無
な
ど
抜
本
的
な
変
革
と
な
り
ま

す
。

  

そ
こ
で
、
ワ
カ
バ
会
で
は
「
新
公
益
法
人
制

度
移
行
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
こ
の
問
題

を
広
く
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
叡
智
を
結
集
し
て
誤
り
の
な

い
選
択
を
す
べ
く
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
交
付
さ
れ
た
新
公
益
法
人
に
関
す
る
法
律
も
い
よ
い
よ
平
成

20
年
12
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
カ
バ
会
と
し
て
も
期
限
の
平
成
25
年

11
月
ま
で
に
新
制
度
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　
　

　

ワ
カ
バ
会
は
昭
和
11
年
に
社
団
法
人
と
し
て
東
京
府
に
認
可
さ
れ
、以
来
、

同
窓
会
法
人
な
が
ら
公
益
法
人
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
般
百

年
来
の
公
益
法
人
改
革
の
た
め
に
、
公
益
社
団
と
な
る
か
一
般
社
団
と
な
る

か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
公
益
社
団
と
は
公
益
目
的
事
業
が
50
％

以
上
の
法
人
で
公
益
認
定
委
員
会
の
認
定
を
得
た
法
人
で
す
。一
般
社
団
は
、

公
益
事
業
よ
り
も
一
般
事
業
が
主
た
る
業
務
と
な
っ
て
い
る
法
人
で
、
過
去

の
公
益
的
財
産
を
公
益
目
的
支
出
計
画
を
作
成
し
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
で

認
可
を
え
て
存
続
す
る
法
人
で
す
。

　

公
益
社
団
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
公
益
を
主
た
る
事
業
と
す
る
た
め
に
、

税
の
特
典
な
ど
は
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目
的
、
経
済
基
盤
な
ど
監

督
官
庁
に
厳
し
く
監
督
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
一
般
社
団
は
、
公
益

が
主
目
的
で
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
公
益
目
的
支
出
計
画
に
基
づ
き
社
会
の

た
め
に
貢
献
し
な
が
ら
本
来
の
社
団
の
目
的
を
遂
行
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
監
督
官
庁
の
干
渉
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
比
較
的
自
由
な
運
営
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
税
の
問
題
も
従
来
の
収
益
事
業
以
外
は
非
課
税
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
従
来
と
変
わ
ら
な
い
対
応
が
可
能
で
す
。

　

ワ
カ
バ
会
も
創
立
80
周
年
を
超
え
、
法
人
化
さ
れ
て
か
ら
も
73
年
が
経
と

う
と
し
て
お
り
、
最
大
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
法
人
と

し
て
会
員
の
親
睦
や
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
の
み
な
ら
ず
、
広
く
社
会
に

貢
献
し
て
き
た
歴
史
の
中
で
、
次
の
１
０
０
年
、
会
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か

会
員
の
皆
様
の
叡
智
を
結
集
し
て
事
に
対
処
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
次
記
要
領
に
て
新
公
益
法
人
制
度
移
行
特
別
委
員
会
を
ワ

カ
バ
会
に
設
置
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
特
別
委
員
会
は
、
会
長
を
委

員
長
と
し
関
係
理
事
と
一
般
会
員
の
中
よ
り
指
名
学
識
経
験
者
及
び
希
望
者

に
よ
っ
て
構
成
し
ま
す
。
７
月
よ
り
開
始
し
、
今
年
度
末
ま
で
に
一
定
の
方

向
性
を
出
す
予
定
で
す
。

　

何
卒
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
間
的
に
は
三
田
高
校

は
押
し
も
押
さ
れ
も
し
な

い
名
門
校
で
す
が
、
一
時

期
、
伸
び
悩
み
、
心
配
さ

れ
る
向
き
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
ワ
カ
バ
会
の
皆
様
は

じ
め
、
本
校
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
の
ご
支
援

を
受
け
、
ま
た
、
学
校
自
身
も
自
律
的
な
改
革

を
進
め
る
中
で
、
多
く
の
中
学
生
や
そ
の
保
護

者
か
ら
支
持
が
得
ら
れ
る
学
校
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
入
試
倍
率
で
は
、
試
験
当
日
の
実

質
倍
率
に
お
い
て
全
日
制
普
通
科
高
校
で
は
全

都
で
一
位
の
高
倍
率
と
な
り
、
四
月
に
は
、
か

な
り
の
難
関
を
突
破
し
た
優
秀
な
生
徒
諸
君
を

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
現
三
年
生
も
頑
張
っ
て
お
り
、
私
大

入
試
で
は
昨
年
度
を
上
回
る
合
格
実
績
を
残
し

て
お
り
ま
す
。
国
公
立
の
結
果
は
ま
だ
私
の
方

に
来
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
期
待
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

本
年
二
月
四
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
校
内
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
も
大
変
レ
ベ
ル
が
高
く
、
と
り

わ
け
、音
楽
選
択
者
百
名
以
上
の
大
合
唱
で
は
、

吹
奏
楽
・
管
弦
楽
を
バ
ッ
ク
に
、本
格
的
な
「
第

九
」
を
堂
々
と
や
り
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
音

楽
分
野
で
も
伝
統
の
あ
る
ワ
カ
バ
会
の
薫
陶
の

成
果
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
母

校
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

笠
原
　
俊
也

ワ
カ
バ
会
会
長

新
法
人
制
度
へ
賢
明
な
選
択
を

会
員
の
皆
様
へ

（
15
─
４
）

須	

藤	

　
勝

前
三
田
高
校
校
長

名
門
校
復
活
に
手
応
え

新
公
益
法
人
制
度
移
行
に
つ
い
て

ワ
カ
バ
会
副
会
長

平
山
　
孔
嗣
（
29
─
２
）
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『
宇
治
十
帖
』
の
古
跡
を
訪
ね
る
と
い
う
の

で
興
味
津
々
で
参
加
し
た
。

『
夢
浮
橋
（
54
帖
）』『
橋
姫
（
45
帖
）』『
早

蕨
（
48
帖
）』『
総
角
（
47
帖
）』
…
実
直
そ

う
な
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
が
古

跡
に
着
く

と
説
明
を

し
て
く
れ

る
。
狭
い

道
路
の
街

並
み
を
同

窓
生
同
士

で
そ
ぞ
ろ

歩
く
快
適

な
旅
。
緑

の
山
々
か

ら
川
の
せ

せ
ら
ぎ
に

癒
さ
れ
な

が
ら
往
時
の
人
々
同
様
、
宇
治
川
に
か
か
る

朝
霧
橋
を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
渡
っ
た
。

　

平
等
院
で
は
扉
絵
の
緑
青
が
鮮
や
か
で
美

し
く
、
楽
を
奏
で
る
飛
天
た
ち
も
歓
迎
し
て

く
れ
た
。
池
の
向
か
い
側
か
ら
仰
ぎ
見
た
仏

様
の
お
顔
が
私
た
ち
を
ず
っ
と
見
守
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
穏
や
か
で
あ
っ
た
。

　

圧
巻
は
石
山
寺
の
『
紫
式
部
の
間
』。
式

部
は
こ
こ
に
篭
っ
て
源
氏
物
語
構
成
の
ひ
ら

め
き
を
得
た
と
か
。
感
無
量
！

　

そ
の
夜
の
「
亀
石
楼
」
で
は
人
生
談
義
に

花
が
咲
き
、
心
地
よ
い
眠
り
に
つ
い
た
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
年
十
月
十
日
実
施
）

　

八
十
周
年
記
念
に
際
し
て
、
何
か
記
念
に
な
る

事
を
！
と
考
え
て
い
た
折
、
第
46
回
卒
業
の
志
田

雄
啓
氏
が
、
日
本
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
（
オ
ペ
ラ
）

で
優
勝
さ
れ
た
旨
を
耳

に
し
、
声
楽
家
の
私
に

取
り
ま
し
て
は
、
音
楽

会
を
や
っ
て
み
よ
う
と

思
い
つ
き
、
早
速
準
備

に
か
か
り
ま
し
た
。
か

な
り
の
年
月
、
演
奏
活

動
を
行
っ
て
き
た
お
蔭

で
、
人
脈
が
あ
っ
た
事
が
幸
い
し
、
実
力
者
が
多

数
賛
同
し
て
下
さ
り
、
あ
の
様
な
盛
り
沢
山
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
今
、
会
員
に
声
を
か
け
、
い
ろ
い
ろ

な
年
代
の
方
々
の
参
加
も
あ
り
、
合
唱
を
取
り
上

げ
会
員
相
互
の
結
び
付
き
が
大
き
く
な
り
、
塚
田

佳
男
氏
の
指
揮
に
よ
り
大
成
功
だ
っ
た
事

が
特
に
嬉
し
い
事
で
し
た
。

　

卒
業
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
々
様
、
そ
の
分
野
で

の
活
動
を
会
に
反
映
さ
せ
て
行
っ
て
み
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

出
演
者
の
す

ば
ら
し
い
演
奏
に
よ
り
盛
会
に
終
わ
り
、

又
会
員
の
方
々
の
大
き
な
支
援
も
い
た
だ

け
て
、
他
高
校
の
羨
望
も
あ
り
、
又
々
喜

ば
し
い
事
の
一
つ
で
し
た
。

「
わ
か
ば
60
号
」の
合
唱
募
集
の
記
事
を
見
た
時
、

こ
ん
な
御
祝
の
演
奏
会
に
参
加
し
て
、
歌
は
上
手

で
な
く
て
も
、
御
世
話
に
な
っ
た
学
校
に
感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
て
歌
う
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

演
奏
会
の
当
日
は
第
六
三
田
高
校
卒
業
の
実
力

の
あ
る
錚
々
た
る
演
奏
家
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
又
心
強
く
思
い
ま

し
た
。
そ
の
方
々
が
い
い
声
で
、
立
派
な
歌
で
、

素
敵
な
ピ
ア
ノ
演
奏
で
、
会
を
盛
り
上
げ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
合
唱
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
出
来
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
華
や
か
な
ロ
ン

グ
ド
レ
ス
で
舞
台
に
並
ん
だ
各
パ
ー
ト
か
ら
歌
声

が
響
い
て
き
て
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
ミ
サ
曲
の
メ
ロ

デ
ィ
が
ホ
ー
ル
に
流
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
歌
声

が
美
し
く
奇
麗
に
響
い
て
、
私
も
歌
い
な
が
ら
嬉

し
さ
に
目
頭
が
熱
く
な
る
思
い
で
し
た
。

　

終
了
し
て
帰
路
、
演
奏
を
聴
き
に
来
て
下
さ
い

ま
し
た
方
が
「
と
て
も
良
か
っ
た
わ
、
た
っ
た
一

つ
の
高
校
の
卒
業
生
だ
け
で
、
よ

く
こ
ん
な
に
立
派
な
演
奏
会
が
出

来
る
の
ね
。
さ
す
が
都
会
の
真
中

に
あ
っ
て
長
い
歴
史
の
あ
る
名
門

校
な
の
ね
。」
と
言
っ
て
下
さ
い

ま
し
た
。
と
て
も
誇
ら
し
く
、
ワ

カ
バ
会
八
十
周
年
記
念
行
事
に
ふ

さ
わ
し
い
、
素
晴
ら
し
い
音
楽
会

が
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

　

ワ
カ
バ
会
創
立
80
周
年
を
祝
う
記
念
演

奏
会
は
、
昨
年
10
月
30
日
夕
、
紀
尾
井
ホ
ー

ル
（
千
代
田
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
開
演
前
か
ら
来
場
者
が
列
を

作
り
、
こ
の
演
奏
会
へ
の
期
待
の
大
き
さ

が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
水
戸
見
弥
子
さ
ん
（
48

─
４
）
や
声
楽
（
テ
ノ
ー
ル
）
の
志
田
雄

啓
さ
ん
（
46
─
１
）
ら
気
鋭
の
若
手
か
ら
、

カ
ー
ニ
バ
ル
の
音
楽
と
も
趣
の
異
な
っ
た

ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た

ソ
プ
ラ
ノ
の
花
房
央
子
さ
ん
（
11
─
６
）、

国
の
内
外
を
問
わ
ず
活
躍
な
さ
っ
て
い
る

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
志
村
年
子
さ
ん
（
12
─

６
）、
ソ
プ
ラ
ノ
の
山
口
悠
紀
子
さ
ん
（
17

─
５
）、
山
寺
圭
子
さ
ん
（
17
─
１
）（
ソ
プ

ラ
ノ
）、
ド
イ
ツ
か
ら
参
加
の
池
田
智
恵
子

さ
ん
（
18
─
イ
）（
ソ
プ
ラ
ノ
）
の
よ
う
な

大
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
15
名
の
三
田
出
身
の

音
楽
家
が
舞
台
に
立
ち
、
631
名
の
観
客
か

ら
大
喝
采
を
博
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
桐
生
郁
子
さ
ん
（
４
─

１
）
の
指
導
の
下
で
一
年
間
練
習
を
重
ね

た
21
名
の
会
員
に
よ
っ
て
、
女
声
三
部
合

唱
「
三
つ
の
宗
教
的
合
唱
曲
」（
ロ
ッ
シ
ー

ニ
作
曲
）
が
歌
い
上
げ
ら
れ
、
二
時
間
半

に
わ
た
る
音
楽
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

桐
生
　
郁
子

４
─
１

鈴
森
　
栄
（
上
原
）

11
─
イ

記
念
演
奏
会
に
寄
せ
て

記
念
演
奏
会
に
参
加
し
て

「
ワ
カ
バ
会
創
立
80
周
年
記
念
演
奏
会
」
報
告

ホームカミングデーの皆様、ぜひ総会へ！
　ワカバ会では「ホームカミングデー」を総会日に併設し、年々盛会となっています。今年
度該当する皆様には、先日、別途お便りをさしあげましたが、お誘い合わせの上、ぜひご出
席ください。当日ご出席の皆様には、オセンチ山をバックにした集合写真の進呈や特設テー
ブルの設定などの特典があります。クラス会や同期会としても活用していただきたいと思い
ます。
　今年のホームカミングデーにあたるのは、昭和 4 年（第六 2 回生）、昭和 14 年（第六 12 回
生）、昭和 34 年（11 回生）、昭和 44 年（21 回生）、昭和 54 年（31 回生）、平成元年（41 回生）、
平成 11 年（51 回生）の各 3 月に卒業された方々です。
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十
一
月
十
六
日
赤
坂
に
て
百
十
余
名
が
集

い
、
還
暦
を
祝
う
会
を
行
い
ま
し
た
。
歌
、

踊
り
、
演
奏
、
作
品
や
執
筆
し
た
本
の
紹
介

等
々
。
六
十
代
を
益
々
意
欲
的
に
楽
し
く
生

き
る
友
人
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
一
時

で
し
た
。記
念
と
し
て
、ワ
カ
バ
会（
校
章
付
）

の
え
ん
じ
の
バ
ン
ダ
ナ
を
配
布
、
又
、
青

春
の
思
い
出
多
い
オ
セ
ン
チ
山
へ
の
植
樹
も

決
ま
り
ま
し
た
。
学
問
の
神
様
を
祭
る
太
宰

府
天
満
宮

に
、
地
元

の
還
暦
の

人
々
が
梅

を
献
木
す

る
お
祭
り

に
因
み
、

紅
白
の
梅

に
し
ま
し

た
。
十
一

月
二
十
七

日
、
小
雨

降
る
中
、

副
校
長
先
生
、
園
芸
部
の
先
生
・
生
徒
さ
ん

も
参
加
、
植
樹
も
無
事
終
え
ま
し
た
。
暖
か

い
日
差
し
を
浴
び
梅
が
綻
び
る
の
を
楽
し
み

に
、
母
校
を
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
亡
き
長
谷
川
芳
貞
先
生
（
現
国
）
の

１
年
４
組
を
コ
ア
と
し
た
ク
ラ
ス
会
で
す
。

　

平
成
20
年
11
月
22
日
東
京
住
友
ク
ラ
ブ

に
於
い
て
28
名
が
集
い
ま
し
た
。
漢
文
の

加
藤
道
理
先
生
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
喜
ん
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
40
年
前
に
ク

ラ
ス
編
成
で

仲
間
に
な
っ

た
我
々
で
す

が
、
思
い
返

し
て
み
る
と

三
田
高
生
活

を
ス
タ
ー
ト

し
た
１
年
４

組
の
時
が
一

番
楽
し
か
っ

た
。
親
の
こ

と
、
子
ど
も

の
こ
と
、
自

分
の
健
康
の

こ
と
、
仕
事

の
こ
と
等
々
皆
そ
れ
ぞ
れ
折
り
合
い
を
つ
け

な
が
ら
、
40
年
前
に
少
し
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
友
達
に
な
っ
た
仲
間
と
年
一
回
は
会
お
う

よ
と
の
決
議
が
な
さ
れ
、
予
定
時
間
を
大
幅

に
オ
ー
バ
ー
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
途

中
み
ん
な
の
話
が
あ
ま
り
に
長
く
、
日
頃
の

過
労
が
崇
っ
て
立
ち
眩
み
で
倒
れ
た
人
も
出

ま
し
た
が
、
ド
ク
タ
ー
の
秀
紀
君
が
応
急
処

置
を
施
し
事
な
き
を
得
た
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

九
月
六
日
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
よ
り
百
名
が
参

加
！　

宮
崎
正
勝
先
生
、
成
末
先
生
、
松
田

（
泉
頭
）
先
生
も
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
年
五
組
と
プ
チ
同
期
会
の
メ
ン
バ
ー
の

親
友
・
部
活
仲
間
が
大
集
合
。
大
会
場
が
狭

く
感
じ
ら
れ
る
熱
気
と
興
奮
の
一
夜
で
し

た
。
旧
友
達
は
29
年
後
外
見
は
少
し
変
っ
て

も
話
せ
ば
一
瞬
で
十
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
。
高
校
時
代
交
流
な
い
方
々
も
不
思
議
に

自
然
と
会
話
が
で
き
て
「
ま
る
で
魔
法
に
か

か
っ
た
み
た
い
」と
言
う
人
も
い
ま
し
た
ね
。

私
自
身
は
昔
声
す
ら
か
け
ら
れ
な
か
っ
た

美
女
達
と
楽

し
い
お
話
し

が
で
き
て
夢

の
よ
う
で
し

た
。
百
人
の

笑
顔
は
凄
い

パ
ワ
ー
で
溢

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
全
体

の
同
期
会
の

地
な
ら
し
に

な
れ
ば
幸
い

で
す
。
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
で
同
期

全
員
再
会
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
ん
で　

な
ん
で　

な
ん
で　

50
年
も

た
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
？
？

　

オ
セ
ン
チ
山
の

コ
ー
ト
で
、
部
活
に

汗
を
流
し
て
い
た
の

は
、
昭
和
26
年
か
ら

昭
和
31
年
３
月
迄
の

約
４
～
５
年
間
で
し

た
。

　

三
田
高
校
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
た

ち
の
発
足
会
は
平
成

20
年
12
月
１
日
で
し

た
。
第
一
回
の
た
め
集
ま
っ
た
部
員
た
ち

は
、
高
校
５
回
生
、
６
回
生
、
７
回
生
、
８

回
生
の
皆
さ
ん
10
名
で
し
た
。
し
か
し
皆
さ

ん
す
ぐ
に
昔
の

思
い
出
話
に
花

が
咲
き
、
50
年

間
の
時
の
流
れ

が
あ
っ
と
い
う

間
に
消
え
、
約

３
時
間
に
わ
た
る
発
足
会
は
楽
し
い
、
楽
し

い
、
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
年
一
回
集
ま
る
こ
と
を
約
束
し
別
れ
を
お

し
み
ま
し
た
。
母
校
三
田
高
校
の
９
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
Ｏ
Ｇ
会
の
発
足
会
に
感
謝
し
つ

つ
ペ
ン
を
お
き
ま
す
。
次
回
は
２
０
０
９
年

12
月
２
日
で
す
。
連
絡
は
中
村
ま
で
（
Tel
＆

Fax
０
３
─
３
４
８
１
─
０
８
２
３
）。

還
暦
同
期
会
と
記
念
植
樹

☆
皆
様
の
楽
し
い
原
稿
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
♪

Ｓ
43
年
入
学
時
１
年
４
組
の
ク
ラ
ス
会

三
十
一
期　

有
志
の
会

50
年
間
の
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た

～
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｏ
Ｇ
会
発
足
～

小
澤
　
敏
子
（
杉
山
）

19
─
１

荒
木
　
建
男

23
─
４

市
川
　
一

31
─
５

ワ
カ
バ
の
輪

中
村
左
都
子
（
本
多
慈
子
）

７
─
２
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ワ
カ
バ
会
に
は
、
第
六
高
女
の
時
代
か
ら
各
地
に

自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
地
域
の
親
睦
組
織
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
の
評
議
員
会
で
各
地
域
ワ
カ
バ
会
の

活
動
の
実
態
を
本
部
が
把
握
、
支
援
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
り
、
９
地
域
の
ワ
カ
バ
会
（
仙
台
、
湘
南
、

千
葉
、
静
岡
、
東
海
、
関
西
、
京
都
、
福
岡
、
大
分
）

の
代
表
者
に
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
常
時
、
年
一
，
二
回
の
集
ま
り

を
持
っ
て
い
る
の
は
、「
ワ
カ
バ
会
東
海
支
部
」

（
130
人
）「
関
西
ワ
カ
バ
会
」（
94
人
）「
京
都
ワ

カ
バ
会
」（
12
人
）、「
静
岡
ワ
カ
バ
会
」（
40
人
）「
千

葉
ワ
カ
バ
会
」（
50
人
）
な
ど
で
、
福
岡
、
湘

南
は
高
齢
化
で
二
年
ほ
ど
会
合
が
無
く
、
仙
台
、

大
分
は
代
表
の
方
が
入
院
中
な
ど
で
現
況
を
伺

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ど
の
地
域
ワ
カ
バ
会
で
も
悩
み
は
会
員
数
の
減

少
。
同
窓
会
名
簿
が
発
行
さ
れ
な
い
た
め
、
三
田

高
校
20
回
卒
以
降
は
、
卒
業
生
の
地
域
在
住
者
を

知
る
こ
と
が
出
来
ず
、
会
員
が
高
齢
化
し
、
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
ワ
カ
バ
会
の
一
致
し
た
要
望
は
、
同

窓
生
名
簿
を
作
っ
て
ほ
し
い
、
地
域
在
住
者
を

定
期
的
に
本
部
か
ら
教
え
て
ほ
し
い
、
会
報
に

地
域
ワ
カ
バ
会
の
連
絡
先
を
載
せ
、
入
会
を
勧

め
て
欲
し
い
―
―
な
ど
で
し
た
。
活
動
が
盛
ん

な
会
か
ら
は
、
地
域
ワ
カ
バ
会
を
ワ
カ
バ
会
の

正
式
な
支
部
組
織
と
位
置
づ
け
て
、
本
部
支
部

間
の
情
報
交
換
や
企
画
な
ど
の
交
流
を
盛
ん
に

す
べ
き
と
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
部
理
事
会
で
検
討
し
た
結
果
、
地
域
支
部

の
組
織
化
は
検
討
課
題
と
し
、
個
人
情
報
保
護

法
に
よ
っ
て
名
簿
の
発
行
が
出
来
な
く
な
っ
て

い
る
現
状
か
ら
、
当
面
、
地
域
の
活
動
を
会
報

で
順
次
紹
介
す
る
、
要
望
が
あ
れ
ば
地
域
在
住

者
の
情
報
を
伝
え
る
、
本
部
と
地
域
ワ
カ
バ
会

と
の
交
流
や
情
報
交
換
に
つ
と
め
る
、
な
ど
を

進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
十
一
月
の
よ
き
日
、
静

岡
ワ
カ
バ
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

は
、
静
岡
市
の
駿
府
公
園
の
中
の
紅

葉
庭
園
の
茶
室
「
雲
海
」
で
す
。
集
っ

た
の
は

第
六
10

回
生
を

頂
点
に

高
14
回

生
ま
で
、

全
部
で

十
一
人

で
し
た
。

　

年
齢

も
環
境

も
バ
ラ

バ
ラ
な

の
に
、
会
え
ば
忽
ち
打
ち
と
け
て
楽
し

く
お
喋
り
で
き
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。
会
食
が
終
わ
っ
た
後
、
庭
園
を

歩
き
、
立
礼
席
で
お
茶
を
頂
い
た
り
、

富
士
を
象
っ
た
築
山
や
、
駿
河
の
海

を
思
わ
せ
る
池
、
滝
あ
り
紅
葉
あ
り
、

八
ツ
橋
あ
り
、
立
石
あ
り
、
四
阿
か
ら

の
眺
め
は
最
高
で
し
た
。

　

二
十
一
年
度
は
、
西
部
の
浜
松
地
区

が
お
当
番
で
、
お
い
し
い
フ
グ
料
理

を
、
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
楽
し
み
で

す
。

　

静
岡
県
在
住
の
方
で
、
ま
だ
静
岡
ワ

カ
バ
会
を
御
存
知
な
い
方
、
ど
う
か
御

連
絡
下
さ
い
。
ワ
カ
バ
の
輪
が
少
し
で

も
拡
が
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
13
日
に
、
大
阪
自
然
環
境

保
全
協
会
会
員
で
、
関
西
ワ
カ
バ
会
会

員
の
岡
和
田
齊
様
（
18
─
７
）
が
計

画
し
て
下
さ
っ
た
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実

施
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
19
名
で
、

貸
切
の
サ
ロ
ン
カ
ー
で
の
楽
し
い
小

旅
行
で
し
た
。
途
中
、
出
石
の
町
で
名

物
の
皿
そ
ば
や
、
地
ビ
ー
ル
の
味
も
堪

能
で
き
ま
し
た
。
公
園
内
に
あ
る
豊
岡

市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
は
、
市
の

職
員
の
方
か
ら
、
豊
岡
が
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
日
本
で
最
後
ま
で
生
息
し
て
い
た

場
所
で
あ
る
事
や
、
平
成
17
年
に
放
鳥

す
る
ま
で
の
人
工
飼
育
の
取
組
み
を
、

映
像
を
見
な
が
ら
説
明
し
て
頂
き
ま

し
た
。
又「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
農
法
」

を
実
践
し
て
い
る
地
元
の
農
家
の
方

の
お
話
も
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
安
全
な
お
米
と
生
き
も
の
を
同

時
に
育
む
農
法
で
、
何
年
も
研
究
を
し

な
が
ら
の

取
組
み
の

ご
苦
労
に

頭
が
下
が

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か

ら
も
、
こ
の

よ
う
な
エ

コ
ツ
ア
ー

を
計
画
し

て
い
く
つ

も
り
で
す
の
で
、
関
西
在
住
で
ま
だ

関
西
ワ
カ
バ
会
に
入
会
し
て
い
な
い

方
は
是
非
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

平
成
20
年
10
月
４
日
お
招
き
に
よ
り

東
海
支
部
の
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
六
の
大
先
輩
か
ら
若

干
の
後
輩
ま
で
二
十
名
か
ら
の
ご
出
席

が
あ
り
名
古
屋
駅
前
の
ホ
テ
ル
の
一
室

で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
持
参
し
た
80
周
年
記
念

総
会
や
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
復
活
コ
ン

サ
ー
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
い
た
だ
き
、

現
在
の
ワ
カ
バ
会
の
状
況
を
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
支
部
長
が
29
回

の
同
期
の
山
崎
康
一
さ
ん
で
あ
っ
た
た

め
特
に
親
し
く
話
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
先
輩
方
よ
り
有
意
義
な
話
を
頂
戴

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

草
の
根
の
会
員
の
掘
り
起
こ
し
、
地

域
の
活
性
化
が
ワ
カ
バ
会
磐
石
の
礎
で

は
な
い
か

と
考
え
ま

す
。
ま
た
、

機
会
が
あ

れ
ば
東
海

支
部
総
会

に
参
加
さ

せ
て
い
た

だ
き
た
い

と
思
い
ま

す
し
、
お

呼
び
が
あ

れ
ば
ど
こ

へ
で
も
う

か
が
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
時
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
母
校
の
絆
を
生
か
す
地
域
ワ
カ
バ
会

静
岡
ワ
カ
バ
会
の
報
告

兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
見
学
エ
コ
ツ
ア
ー

東
海
支
部
総
会
に
参
加
し
て

会
員
数
減
少
で
先
細
り
が
悩
み
、

本
部
と
情
報
交
換
を
密
に

田
中
　
和
子
（
辻
）

18
─
Ｓ
イ

植
田
　
夏
子
（
金
野
）

18
─
１

　　支部連絡先　（敬称略）  ▶千葉　進藤英津子（17 − 6） 043 − 277 − 3469
▶静岡　稲葉和寿子（5 − 2） 054 − 285 − 6573 ▶東海　山崎　康一（29 − 7） 0572 − 25 − 6472
▶関西　竹山　敦子（18 −イ） 06 − 6849 − 4108 ▶京都　常田　道子（16 −イ） 075 − 611 − 1125

平
山
　
孔
嗣

ワ
カ
バ
会
副
会
長

（
29
─
２
）
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平成21年度 企画委員会主催行事 別紙連絡用紙でFAX、または電話、
メールでお申し込みください。

＜第 16 回室内ゲーム（健康麻雀）大会＞
　期日：2009 年４月 22 日（水）10:00 ～ 17:00
　場所：六本木　たつみ　（Tel 03 −3401− 9941）
　　　　港区六本木５−１−２　ニュー後藤ビル２Ｆ
　講師：日本健康麻雀レッスンプロ　柴崎健司先生
　会費：4,500 円（食費、会場費、賞品代他）
─今年度の申込は、3月30日に締切らせていただきました。

＜第 7 回シャドーボックス＞ ～立体的な絵の作品作り～
　期日：2009年11月５日（木）13:00 ～ 16:00
　場所 : ワカバ会事務局
　講師：田澤恵子（26 −1）
　内容 : 小作品制作　ニューヨークの技法を使い、4 ～

5 枚のカードをカットして重ね、立体的な作品に仕
上げます。お部屋のアクセントにいかがでしょうか。

　会費：2,500円（茶菓子代・材料費込、初めての方は
　　　　器具の貸し出しをいたします）
　申込締切：2009年10月30日（金）　定員 15 名

＜第 6 回同窓会ギャラリー ･ 白珠祭（出展）参加＞
　期日：2009年９月19日（土）～20日（日）（白珠祭期間）
　場所：三田高校
　テーマ：ワカバ会員の方々の芸術作品の展示です。
　　　　  絵画 ･ 彫刻 ･ 書道･ 手芸作品 ･写真など
　申込締切：2009年８月末日　お一人様２点まで
　作品の持込：前日までにワカバ会事務局必着のこと
　　　　※詳細はワカバ会事務局まで

お祭りとのふれあい
＜紅葉祭りの「信貴山」と「山の辺の道」を訪ねる >
期日：2009 年 10 月 29 日（木）、30 日（金）

29 日は信貴山宿坊（千手院等）に泊まり（1泊 7000 円）、
30 日は天理から桜井までの「山の辺の道」を歩き
ます。「山の辺の道」は随所にトイレ休憩所があり、
いつでもリタイアできます。体力に自信の無い方で
も安心してハイキングを楽しめます。万葉の時代か
ら有名人の詠み書いた歌の石碑が多数あります。

　　29 日、30 日のどちらか一方だけの参加でも歓迎。
会費：3,000 円（昼食代・保険など）　予定定員：20 名
世話役：宇野修平（8 −2）　申込締切：７月末
＜開港 150 周年に湧いたヨコハマを訪ねて >
―平成 21 年 6 月 2 日開港 150 周年を迎える横浜は東

京から近いのでお訪ねになった方々は多いでしょう。
そこで新しい横浜を発見なさってみませんか？

期日：2010 年 3 月19 日（金）10 時 30 分
集合場所：横浜駅東口そごう地下２Ｆ　時計台の下
コース：横浜駅→港内遊覧船→山下公園→象の鼻公園

→昼食→バス→山手本通り→山手教会を巡った
後お茶休憩→山手外国人墓地→元町→解散（16
時頃、元町中華街駅にて）

講師：中村實先生（NHK横浜文化センター講師）
人数：25 名まで（申し込み先着順）
締切：2010 年 2 月 25 日（木）

『
宇
治
十
帖
』
の
古
跡
を
訪
ね
る
と
い
う
の

で
興
味
津
々
で
参
加
し
た
。

『
夢
浮
橋
（
54
帖
）』『
橋
姫
（
45
帖
）』『
早

蕨
（
48
帖
）』『
総
角
（
47
帖
）』
…
実
直
そ

う
な
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
が
古

跡
に
着
く

と
説
明
を

し
て
く
れ

る
。
狭
い

道
路
の
街

並
み
を
同

窓
生
同
士

で
そ
ぞ
ろ

歩
く
快
適

な
旅
。
緑

の
山
々
か

ら
川
の
せ

せ
ら
ぎ
に

癒
さ
れ
な

が
ら
往
時
の
人
々
同
様
、
宇
治
川
に
か
か
る

朝
霧
橋
を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
渡
っ
た
。

　

平
等
院
で
は
扉
絵
の
緑
青
が
鮮
や
か
で
美

し
く
、
楽
を
奏
で
る
飛
天
た
ち
も
歓
迎
し
て

く
れ
た
。
池
の
向
か
い
側
か
ら
仰
ぎ
見
た
仏

様
の
お
顔
が
私
た
ち
を
ず
っ
と
見
守
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
穏
や
か
で
あ
っ
た
。

　

圧
巻
は
石
山
寺
の
『
紫
式
部
の
間
』。
式

部
は
こ
こ
に
篭
っ
て
源
氏
物
語
構
成
の
ひ
ら

め
き
を
得
た
と
か
。
感
無
量
！

　

そ
の
夜
の
「
亀
石
楼
」
で
は
人
生
談
義
に

花
が
咲
き
、
心
地
よ
い
眠
り
に
つ
い
た
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
年
十
月
十
日
実
施
） 　

い
ず
れ
我
が
子
が
参
加
す
る
同
窓
会
で

あ
っ
て
も
保
護
者
に
と
っ
て
未
知
の
領
域
、

ワ
カ
バ
会
事
務
局
が
ど
こ
に
あ
る
か
も
知
ら

な
い
人
も
多
い
の
で
す
。
私
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報

委
員
と
し
て
事
務
局
を
何
度
も
訪
ね
、
そ
の

度
に
丁
寧
に
応
対
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
講
習
会
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
嬉
し

く
て
す
ぐ
に
承
諾
し
ま
し
た
。け
れ
ど
、シ
ャ

ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
っ
て
何
？

　

当
日
は
、
他
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
以
前

に
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
途
方
に

暮
れ
る
私
を
講
師
の
田
澤
先
生
は
難
し
い
と

こ
ろ
に
さ
し
か
か
る
と
す
か
さ
ず
手
伝
っ
て

く
れ
、
周
り
の
方
た
ち
は
気
遣
っ
て
声
を
か

け
て
く
れ
た
の
で
、
な
ん
と
か
花
か
ご
の
絵

が
額
縁
の
中
で
立
体
的
に
見
え
る
よ
う
に
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

講
習
の
後
は
、
美
味
し
い
お
菓
子
と
お
茶

も
い
た
だ
き
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
平
成
二
十
年
十
一
月
六
日
実
施
）

源
氏
物
語
千
年
紀

　

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
講
習
会

　
　

に
参
加
し
て

水
木
久
美
子

15
─
６

西
條
　
宏
子

Ｐ
Ｔ
Ａ



追悼 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 （敬称略）
卒業回・組 逝去年月

河西　三千穂
高橋　ゑつ
瀬木　房子
大道寺　房
鈴木　フミ
渡辺　栄子
小野　君子
大場　ふみ子
藤原　ひさ
末吉　廸代
谷林　美枝子
武内　登代子
松井　百代
土田　幸子
中島　富美枝
渡辺　通子
小布施　光子
川瀬　博子
町田　柾子
梅原　栄子
天沼　君子
大野　美佐子
村野　千代子
大橋　文子
山田　喜美子
安井　八重子
宮野　栄
川口　泰子
鈴木　花
三角　キサエ
原田　智恵子
村山　道子

（古屋）
（宮山）
（佐瀬）
（坂田）
（山崎）
（吉高）
（斎藤）
（橋本）
（村上）
（白根）
（斎藤）
（土田）
（金子）
（浅見）
（今井）

（町田）
（大和）
（黒沢）
（渡辺）
（飯塚）
（白木）
（椎橋）
（気賀）
（菊野）
（酒井）
（吉田）
（山本）
（村野）
（今野）

旧職員
〈第六〉2 −Ａ

2 −Ａ
2 −Ａ
2 −Ｂ
2 −Ｃ
2 −Ｃ
2 −Ｃ
2 −Ｄ
2 −Ｄ
2 −Ｄ
3 −Ｅ
4 −ア
4 −イ
4 −ウ
5 −ア
5 −ア
5 −イ
5 −イ
6 −ア
6 −イ
6 −イ
6 −ウ
7 −ア
7 −イ
7 −ウ
7 −ウ
7 −エ
7 −エ
9 −イ
9 −ウ
9 −エ

平成 21.  1
15.  3
21.  3
7.  5

14. 　
21.  2
20.  8
20. 10
20. 12
20. 12
20. 10
20. 11
20. 11
18.  9
18. 12
20.  3
20.  3
20.  9
20.  9
20.  8
18. 　
20.  8
20.  2
21.  1
20.  1
20.  9
20.  7
20.  6
20.  4
20.  5
20.  7
20. 12

関合　和子
松田　久子
小高　千代子
押田　由紀子
関根　美智子
木ノ下　緑
熊井　頼子
佐藤　文子
赤井　道子
吉田　良枝
島村　恵子
見富　ヤス
田口　敏子
出張　生子
岡本　彰子
池田　道子
三園　祥
増田　孝子
石森　圭子
古川　まき江
白石　登喜
上田　光生
広田　洋子
長野　道子
遠藤　俊吉
佐藤　順子
大江　孝義
伊藤　俊行
山田　貞夫
髙橋　啓子
草柳　理慧
山縣　宏二郎

（鎮目）

（栗原）
（島本）
（尾田）
（小松）
（白澤）
（関根）
（川原）
（村木）

（山代）
（佐々木）
（宮本）
（松尾）
（長谷川）
（粕谷）
（松本）
（梁本治子）
（朝岡）
（有井）

（田中）

（江本）
（松原）

9 −オ
9 −オ

12 −エ
12 −エ
12 −オ
12 −オ
12 −オ
13 −イ
13 −オ
14 −オ
15 −ア
15 −オ
16 −ウ
16 −オ
19 −ウ
19 −エ
20 −オ
22 −エ

〈三田〉3 −２
4 −２
4 −５
5 −２
5 −７
7 −２
8 −４

11 −７
14 −４
15 −３
18 −７
22 −７
24 −４
32 −２

20. 11
20. 12
20.  5
20.  6
20.  3
20. 10
20. 12
20.  1
18. 12
20.  9
20. 11
21.  1
20.  5
20.  9
20. 12
20.  7
20.  3
20.  4
20.  3
20.  9
20.  6
20.  3
21.  1
20.  7
20.  8
21.  1
18.  2
20.  6
20.  9
20.  7
18.  5
21.  1

卒業回・組 逝去年月
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情報ひろば
◆故加藤恭仁子先生（音楽）追悼盤 CDのご案内

故加藤先生を追悼して、昭和 57 年度文化庁芸術祭優
秀賞受賞のソプラノリサイタルと名古屋でのソプラノリサ
イタル（両方とも全日本歌曲プログラム）を CD に製作
しました。ご希望の方に 2 枚組 1500 円と送料 80 円
の実費でおわけいたします。お申し込みは下記へ。
藤の会 CD 担当　小野清子（藤井）（23 − 4）
　　　　Mail：fujinokai_cd@yahoo.co.jp
　　　　電話 Fax：03 −3926 − 0166

◆ 26 回生（昭和49年卒）卒業 35周年同期会のお知らせ
期日：2009 年 5 月16 日（土）16：30 ～ 18：30
場所：「銀座クルーズクルーズ」（銀座東芝ビル８F）
会費：6,000 円　（受付開始 16：00）
二次会：「銀座オルゴール」19～21時　会費：4,000 円
問い合わせ先：藤田俊一（26 − 5）（お知らせ葉書参照）
☆一次会で集合写真を撮ります。お早めにお越しを。
☆ 5 年ぶりの再会です。当日参加も歓迎です。

◆サポーター・スポンサー様の募集　陣川大悟（60 −2）
　小さいころからの夢への第一歩として、今期からフォー
ミュラワンレースにスーパー FJというクラスで参戦が決まりま
した。しかし四輪レースは経費や練習に多大な費用がか
かり、自己資金だけでシリーズを戦うのは難しいのです。そ
こで、私を応援してくださるサポーター・スポンサー様を募
集したいと思います。皆様の温かいご支援をお願いします。
詳しくは下記をご覧ください。メールいただければ資料送
付いたします。（ワカバ会事務局にも資料はございます。）
E-mail：d-speed.tatakauneko3@nifty.com
URL：daigojinkawa.blog67.fc2.com/

　　問い合わせ先：甲斐（44 − 8）090 −1556 − 4676
info@mitapo.net　http://www.mitapo.net/

※一緒に演奏する仲間を募集しています！　在学中のクラ
ブ等は問いません。詳しくはお問い合わせを！

◆三田フィルハーモニーオーケストラ第18回定期演奏会
日時： 2009 年 5 月 31 日（日） 14：00 開演（13：30 開場）
会場： 大田区民ホール アプリコ・大ホール
 入場無料・全席自由
曲目： 「ふたつの田園交響楽」
 ベートーヴェン 交響曲第 6 番 「田園」
 ブラームス 交響曲第 2 番 ニ長調作品 73
指揮：久世武志

◦お車でお越しの際は、地下有料駐車場をご利用ください。
◦小さなお子様連れの皆様は 2 階席にご案内いたします。
◦車椅子席ございます。事前にご一報ください。

◆大田区民オペラ協議会公演 2009
「第 16 回三菱 UFJ 信託音楽賞」受賞記念公演
G.ヴェルディ作曲オペラ「シモン・ボックネグラ」
日時： 2009 年 8 月 29, 30 日 15：15 開場／ 16：00 開演
会場： 大田区民ホール（アプリコ）大ホール
チケット：全席指定　5 月はじめ発売予定

S 席¥10,000/A 席¥8,000/B 席¥6,000/C 席¥4,000/ 学生席¥3,000
指揮：森口真司 / 演出：今井信昭 / 管弦楽：プロムジカリナシェンテ
出演：大島幾雄、佐々木典子、山口俊彦、市原多朗、甲斐栄次郎他
合唱：大田区民オペラ合唱団
問い合わせ：公演プロデューサー 山口悠紀子（和田）（17− 5）
 　　Tel & Fax：03 − 5482−7657
 　　E-mail：ootakuminopera@mbr.nifty.com
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ワカバ会オリジナルグッズ お申し込みは　電話・FAX・e メールにて、事務局まで

タオルハンカチ
１枚 500円

シャープペン（ブルー）	　100円
ボールペン（ピンク･水色）各100円
シャープペン1		ボールペン	2（3本セット	250円）タオルマフラー	各 800円

バンダナ	各 500円

折りたたみ
トートバック
全 5色
各 700円

携帯ストラップ	各300円
（革製）携帯ストラップ

クリアファイル
　各 50円

ブロンズ　	シルバー

レターセット	各 100円
１筆箋　各 100円

5色：カラシ・ラベンダー・アプリコット・赤紫・グレー

31×37×9cm
（広げると
A4サイズも
　入ります）

たたむとこんなに
小さくなります

左：パールホワイト
右：パールブラック	各 500円

編集後記
♠昨年、同窓会発足節目の 80 周年を迎え、記念総会
や演奏会等を無事に終えることができ、ほっとしており
ます。また、母校の後輩たちの活躍の話題も耳にする
ようになり、喜ばしい限りです。これからも「わかば」
は会員の絆となれるよう尽力いたします。（T）

　クラス会や同期会開催時に、幹事の方へ有料で名簿、
宛名ラベルを提供しております。ご利用の際は、事務局
に用意している申込書にご記入の上、お申込みください。
なお、申込書はホームページよりダウンロードしてお使
いいただけます。
◆会報をお送りする度に、その内の 200 通以上が転
居先不明等の理由で返送されてまいります。
　一人でも多くの方に同窓会の情報をお伝えするために
も、ご転居の際には、葉書、ファックス、電話、メー
ルにて事務局まで新しい連絡先をお知らせください。
　また、今号には、四年ぶりに、ご住所が不明の方
のリストを同封いたしました。リストにお名前のあ
る方の消息をご存知の方は、お手数ですが事務局ま
でご連絡ください。

御寄付御礼
♣第六 4 −ア  松井百代（斎藤）様のご遺族様から
 5,000 円
♣第六 10 −ア 猿橋勝子様のご遺族の猿橋規之様より
 30,000 円
♣第六 20 −エ組「いずみ会」の皆様より 5,548 円
♣三田 23 回「1 年 4 組クラス会」の皆様より
 10,000 円
♣三田 31 回「有志の会」の皆様より 20,000 円

──以上のご寄付をいただきました。会の運営のために
使わせていただきます。ありがとうございました。

事務局だより
◆事務局では、皆様のプライバシーを守るため、名簿
の申し込みや問い合わせに対しては、慎重に対応して
おります。

転 出 転 入
教　科 氏 名 新 所 属 氏 名 旧 所 属

校　長 須藤　　勝 都立桜修館校長
（都立大学附属兼） 及川　良一 東部支援センター

（副参事）

国　語 安野　　徹 足立西高校 広崎　純子 新規採用

数　学 千金楽喜一 白鷗高校 小澤　理志 両国高校兼
両国高附属中

英　語 村田　誠一 新宿高校 猪原　令子 大島高校

家　庭 田幡　和子 退職 藤野　圭紀 竹早高校
非常勤教員

国語 山口　博士 東高校
非常勤教員
地歴・地理 川上　園子 大森高校
嘱　託

地歴・地理 吉田　之彦 退職
嘱　託

地歴・地理 渡辺　　晋 退職
非常勤教員
理科・化学 橋詰　茂夫 足立高校
非常勤教員
保健体育 大羽　絹枝 第三商業高校
嘱　託
英語 棚橋　昌代 退職

嘱　託
英語 堀越　民江 退職

経営企画
室長 高坂　一夫 六郷工科高校 山崎真由美 国際高校

主　事 木下　貴裕 中部支援センター

主　任 森谷　　顕 大森高校

（敬称略）平成21年度  先生方のご異動

New

 

ワカバ会月極駐車場利用者大募集！！ 
ワカバ会運営の月極駐車場の利用者を募集しております。 

      駐車料 :１ヶ月 25,000 円 

      所在地 ：大田区鵜の木 3-32-10 

             東急多摩川線鵜の木駅より多摩川方面に徒歩約１０分 

 

   お近くにお住まいの方のご利用、お知り合いの方の 
ご紹介をお願します。短期契約もＯＫです。 

お問い合わせはワカバ会事務局まで。 
ＴＥＬ 03-3451-0227 

 

お近くにお住まいの方のご利用、お知り合いの方の
ご紹介をお願いします。短期契約もＯＫです。
お問い合わせはワカバ会事務局まで。
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ワカバ会月極駐車場利用者大募集！！ 
ワカバ会運営の月極駐車場の利用者を募集しております。 

      駐車料 :１ヶ月 25,000 円 

      所在地 ：大田区鵜の木 3-32-10 

             東急多摩川線鵜の木駅より多摩川方面に徒歩約１０分 

 

   お近くにお住まいの方のご利用、お知り合いの方の 
ご紹介をお願します。短期契約もＯＫです。 

お問い合わせはワカバ会事務局まで。 
ＴＥＬ 03-3451-0227 

 

 

ワカバ会月極駐車場利用者大募集！！ 
ワカバ会運営の月極駐車場の利用者を募集しております。 

      駐車料 :１ヶ月 25,000 円 

      所在地 ：大田区鵜の木 3-32-10 

             東急多摩川線鵜の木駅より多摩川方面に徒歩約１０分 

 

   お近くにお住まいの方のご利用、お知り合いの方の 
ご紹介をお願します。短期契約もＯＫです。 

お問い合わせはワカバ会事務局まで。 
ＴＥＬ 03-3451-0227 

 


